
CYG と周辺群の活動 (関口孝志) 

 

2025 年８月の天文回報の観測指針を作成していて、IAU の流星群リストで

KCGを見ていたら２０２５年の最新論文(J. Boroviˇcka,etcのThe structure of 

κ Cygnid and August Draconid meteoroid streams A&A, 695, A83 (2025)

があることに気づきました。とても興味のある図や表等がたくさんありました。

そこで、とりあえず、２０２４年だけの SonotaCo Network のデータを使って

私もいくつかグラフを作成してみました。また、出現か多かった 2021 年も調べ

てみました。２００７年から２０２４年の SonotaCo Network のデータからト

レイルマップを作成してみました。各群の出現数の変化もわかりました。 


